
- 1 -

５ 下の図のように，五角形ＡＢＣＤＥがあります。辺ＡＢ上に点Ｆ，辺ＢＣ上に点Ｇ

があり，ＡＣとＤＧの交わる点をＨとします。ＡＥとＢＣ，ＡＢとＤＣ，ＦＧとＥＤ

はそれぞれ平行で，ＡＦ＝ 2cm，ＦＢ＝ 2cm，ＢＧ＝ 2cm，ＧＣ＝ 1cm，ＣＤ＝ 3cm，

ＦＧ＝ 1cm です。このとき，次の各問いに答えなさい。

(1) 三角形ＦＢＧの面積と六角形ＡＦＧＣＤＥの面積の比を，最も簡単な整数の比で

表しなさい。

(2) 三角形ＦＢＧの面積と三角形ＨＧＣの面積の比を，最も簡単な整数の比で表しな

さい。
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(1) 右図で，ＢＦ：ＢＡ＝ 2：(2 ＋ 2)
＝ 2：4 ＝ 1：2，

ＢＧ：ＢＣ＝ 2：(2 ＋ 1)＝ 2：3
なので，

△ＦＢＧと△ＡＢＣの

面積比は

1 × 2：2 × 3
＝ 1：3。

よって，それぞれの面積を比の○1 ，○3 とする。

また，ＡＥの延長とＣＤの延長の交点をＩとすると，

ＡＢとＩＣ，ＡＩとＢＣはそれぞれ平行なので，四角形ＡＢＣＩは平行四辺形。

よって，△ＡＣＩの面積＝△ＡＢＣの面積＝○3 となる。

また，平行四辺形の向かい合う角の大きさは等しいので，角Ｂ＝角Ｉ。

さらに，ＥＩとＢＧ，ＦＧとＥＤは平行なので角ＦＧＢ＝角ＤＥＩなので，

△ＦＢＧと△ＤＩＥは相似。

また，ＣＩ＝ＡＢ＝ 4cm(平行四辺形の向かい合う辺の長さ)より，

ＩＤ＝ 4 － 3 ＝ 1cm なので，△ＦＢＧと△ＤＩＥの相似比は 2：1。
よって，面積比は 2 × 2：1 × 1 ＝ 4：1 となるので，

△ＤＩＥの面積は○1 × ＝ ，六角形ＡＦＧＣＤＥの面積は

○3 ＋○3 －○1 － ＝ となる。

したがって，△ＦＢＧの面積と六角形ＡＦＧＣＤＥの面積の比は

○1 ： ＝ 1： ＝ 4：19 です。

(2) (1)と同様に，△ＦＢＧ，△ＡＢＣ

の面積の比をそれぞれ○1 ，○3
とすると，

ＢＧ：ＧＣ＝ 2：1 より，

△ＡＧＣの面積は

○3 ×

＝○3 × ＝○1 ･･(ｱ)。

また，ＡＥの延長とＧＤの延長の交点をＪとすると，

ＩＪとＧＣは平行なので△ＩＤＪと△ＣＤＧは相似で，相似比は

ＩＤ：ＣＤ＝ 1：3。よって，ＩＪ：ＣＧ＝ 1：3 より，ＩＪ＝ 1 × cm，
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ＡＪ＝ 3 ＋ ＝ cm となる。

また，ＡＪとＣＧが平行なので，△ＨＧＣと△ＨＪＡは相似で，相似比は

ＣＧ：ＡＪ＝ 1： ＝ 3：10。

よって，ＣＨ：ＨＡ＝ 3：10･･(ｲ) となる。

(ｱ)，(ｲ)から，△ＨＧＣの面積は

○1 × ＝ となるので，

△ＦＢＧの面積と△ＨＧＣの面積の比は○1 ： ＝ 1： ＝ 13：3 です。
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